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1　は　じ　め　に

県内でも多雪地帯とされる岩木山麓地帯（標高150～200

m積雪深2m以上）において小麦が作付されているが，こ

の地帯では毎年のように雪害がみられ作柄は極めて不安定

である。

そこで，当地域の雪害を防止し小麦の生産安定をはかる

ため栽培面から検討した結果，小麦の雪害抵抗力は越冬前

（10月下旬）の生育量と関係の深いことが判明したので報

告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次：昭和57及び58（播種）年度

（2）試験場所：青森県鯵ヶ沢町長平及び同町和開地区

（3）饉場及び土壌条件：普通畑，火山灰土壌

（4）試験区構成：表1のとおり

（5）耕種概要

1）供試品種：キタカミコムギ

2）播種様式：ドリル播き．粂間30cm

3）播種皇：10吻／10β

4）施肥量（喝／10‘り：窒素8十2，燐酸16，加里

12

追肥時期4月20日（昭57）

5月5日（昭58）

表3　播種期と生育収量及び雪害程度

5）面積・区制：1区157ガ，1区制

6）調査方法

根雪前の10月下旬に生育中庸な調査個体数を選定し，棄

数及び茎数調査し，融雪後の5月中旬に同じ区の生存茎数

を調査し，その割合を越冬茎歩合とした。収量は3汀ほ刈

取りし算出した。

義1　試験区構成

場　 所 播種年次 播　 種　 期　 （月／日 ）

長　 平
昭 5 7 9／6，9／15

昭 58 9／6，㍍ 10，も／19

和　 開
昭 57 シ／8 ，ル／11，9／16

昭 ～8 乳／6 ，も／10，レ／16，q／19，が 26

3　結果及び考察

長平試験地の2か年の根雪期間は，昭和57年では123日

義2　長平試験地における根雪期間

播 種年 次 根 雪 初 日 （月日） 根 雪 終 日 （月日）根 雪 期 間 （日）

昭 55 12． 8 4．1 7 1 3 1

昭 5 6 1 1． 8 4．14 1 5 8

昭 5 7 12． 6 4． 7 1 23

昭 5 8 1 1．2 6 4．2 7 1 53

昭 5 9 12．1 5 4．1 4 1 2 1

昭 6 0 1 1．2 5 4．2 2 1 4 9

注．青森県鯵ヶ沢地区農業改良普及所調

播 種 年 次 試 験 場 所

1

播 種 期

（月 ・日 ）

越 冬 前 生 育

（ 10月 25 日 ）

越 冬 後 生 育

（ 5 月 2 0 日 ）
越 冬 茎 歩 合

（％）

収　 量

（晦 ／ β ）

雪 害 程 度
乗　 数

（枚 ）

茎　 数

（本 ／ ポ ）

茎　 数

（本 ／／ポ ）

昭 5 7

長　　 平
9 ． 6 7．5 1 ，0 7 2 3 5 3 3 2．9 3 9 ．2 少

9 ． 1 1 6 ．9 89 2 3 0 7 3 4 ．4 3 6．7 少

和　　 閑

9 ． 6 7 ．7 9 8 2 4 6 2 4 7 ．0 4 1 ．7 少

9 ． 10 6 ．0 9 7 1 24 1 2 4 ．8 2 2 ．4 中

9 ． 19 5 ．5 6 7 7 10 0 14 ．8 13 ．7 多

昭 58

長　　 平

9 ． 8 6 ．3 1，‾0 80 4 6 2 42 ．8 4 1．4 多

9 ． 1 1 7 ．0 8 7 2 4 3 3 4 9 ．7 4 8 ．5 多

9 ． 16 5 ．5 7 63 23 1 30 ．3 2 7 ．6 甚

和　　 開

9 ． 6 6 ．8 1，5 1 3 4 17 27 ．6 3 8 ．8 中

9 ． 10 6 ．3 7 1 0 2 1 4 3 0 ．1 24 ．1 甚

9 ． 16 5 ．8 7 5 6 15 9 2 1．0 28 ．8 多

9 ． 19 5．0 6 0 9 16 1 26 ．4 23 ，8 甚

9 ． 26 2．5 27 5 5 0 18 ．2 13 ，7 甚
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昭和58年では153日となった（表2）。ちなみに，昭和55

年から昭和60年までの平均根雪期間は139日であった。

表3に2か年の両試験地における播種期と生育収量及び

雪害程度を示した。9月6日あるいは9月8日の早い播種

期では，越冬前の彙数は6，3～7．7枚，越冬前のが当たり茎

数は982～1513本を確保したのに対し，9月16日の播種

期では5．5～5．8枚，609～677本の確保にとどまった。こ

のように播種期により生育量は大きな差がみられた。一方

越冬後の戎当たり茎数についても同じ傾向を示したが，晩

播に伴い冬枯れや褐色小粒菌核病の発生がより多く観察さ

れ，越冬茎歩合は低下し雪害程度は増大した。

播種期と収量との関係では，播種年次及び試験地をとわ

ず，早い播種期が10〃当たり400晦前後の多収を得た。9

月19日以降の遅い播種期では10d当たり200毎前後の低収

となり，当地域では播種期の早晩が生育収量に大きく影響

し，これが雪害抵抗力と密接に関係しているものと推察さ

れた。

図1に示すように，播種期は越冬前の真数，越冬前の茎

数及び収量との問に有為な負の相関が認められ，播種期が

5日遅れると彙数は約1枚，茎数は戒当たり約200本減少

し，収量は10〃当たり70毎低下した。

また，播種期と越冬前の茎数との関係から，播種期が9

月上旬以降にずれ込んだ場乱　5日遅れるごとに20％程度

の播種量を増やし．越冬前のポ当たり茎数を1．000本以上

確保することが必要と思われる。

4　ま　　と　　め

岩木山麓地帯のように標高150～200机，根雪期間が130

日，積雪探が2戒を越す多雪地帯において雪害を防止し生

産安定をはかるため播種期と生育収量について検討した。

1）越冬前（10月下旬）における生育量は薫数6～7枚

ポ当たり茎数は約1．000本が適正である。

2）これらの生育量を確保するためには従来の播種期（9

月15～25日）より10～15日早い9月上旬とした。

3）また．この播種期より5日遅れる毎に標準量（10

時／10β）より20％程度増量し，越冬前のポ当たり茎数を

1．000本以上確保することが必要と判断される。
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図1播種期と越冬前葉数，茎数及び収量との関係


